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本
書
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
古
代
か
ら
現
代
に
わ
た

る
十
数
名
の
主
要
な
地
理
学
者
に
つ
い
て
述
べ
た

も
の
で
あ
る
。
著
者
ハ
ソ
ノ
ー
ー
ベ
ッ
ク
は
一
九

二
三
年
ド
イ
ツ
の
生
ま
れ
で
、
　
一
九
五
一
年
差

、
、
霞
。
暮
N
ダ
げ
σ
q
路
上
、
”
を
皮
切
り
に
、
地
理
学

史
を
中
心
と
し
て
、
本
書
刊
行
ま
で
十
四
冊
の
著

作
を
も
の
し
て
い
る
。
特
に
フ
ン
ボ
ル
ト
研
究
の

業
績
に
は
、
目
覚
ま
し
い
も
の
が
あ
る
。
そ
の
う

ち
一
九
七
一
年
に
著
し
た
．
、
0
8
ゆ
。
口
写
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叶
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は
、
地
理
学
史
の
一
部
門
と
し
て
旅
行
史
を
扱
っ

た
も
の
で
、
マ
ル
コ
股
ポ
…
ロ
・
コ
ロ
ン
ブ
ス
・

ケ
ン
。
ヘ
ル
・
フ
ン
ボ
ル
ト
・
リ
ビ
ン
グ
ス
ト
ン
・

ナ
ン
セ
ン
・
ア
ム
ン
ゼ
ン
・
ヘ
デ
ィ
ン
な
ど
、
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
の
二
十
一
人
の
「
旅
行
家
」
が
と
り
あ

げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
ギ
リ
シ
ャ
古
代
か
ら
境

代
ま
で
の
展
開
を
叙
述
す
る
中
で
、
「
発
見
旅
行
」

か
ら
「
研
究
旅
行
」
へ
の
変
化
を
明
ら
か
に
し
て

い
る
。
そ
の
一
方
こ
の
書
に
漏
れ
た
「
旅
行
家
」

の
う
ち
、
フ
ォ
ル
ス
タ
ー
や
リ
ヒ
ト
ホ
ー
フ
ェ
ソ

等
に
関
し
て
は
、
後
に
純
粋
な
地
理
学
史
の
枠
内

で
取
り
扱
わ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
と
述
べ
、
す
で
に

本
書
『
偉
大
な
る
地
理
学
者
た
ち
』
の
構
想
を
示

唆
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
『
偉
大
な
る
地
理
学
者

た
ち
』
は
、
『
偉
大
な
る
旅
行
家
た
ち
』
と
一
対

を
な
す
も
の
と
し
て
、
十
一
年
の
歳
月
の
後
に
著

わ
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
次
に
本
書
の
構
成
を
示
す
こ
と
に
し
た
い
。
全

体
は
十
五
の
章
に
分
か
れ
、
原
則
と
し
て
そ
れ
ぞ

れ
に
一
人
の
地
理
学
者
が
あ
て
ら
れ
て
い
る
。
各

章
の
タ
イ
ト
ル
で
あ
る
地
理
学
者
名
の
あ
と
に
は
、

簡
単
な
副
題
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も

各
人
に
対
す
る
著
者
ペ
ッ
ク
の
評
価
が
端
的
に
蓑

現
さ
れ
て
お
り
、
本
書
の
概
要
を
知
る
う
え
で
便

利
で
あ
る
。
そ
こ
で
い
さ
さ
か
味
気
な
く
は
な
る

が
、
次
に
そ
れ
ら
を
列
記
し
て
お
く
こ
と
に
す
る
。

ヘ
ロ
ド
ト
ス
（
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
地
理
学
の
父
）
、
バ
ル

テ
ル
ー
ー
シ
ュ
タ
イ
ン
（
古
血
ハ
的
地
誌
の
作
者
・
初

期
の
大
学
地
理
学
者
）
、
三
つ
の
地
理
学
（
地
理
学

者
の
三
様
）
（
地
理
学
老
と
し
て
は
ミ
ュ
ン
ス
タ

ー
・
ケ
ッ
カ
ー
マ
ソ
・
ヴ
ァ
レ
ニ
ウ
ス
が
あ
げ
ら

れ
て
い
る
）
、
ゲ
オ
ル
ク
皿
フ
ォ
ル
ス
タ
ー
（
地
理

学
者
・
世
界
二
周
蓋
個
・
革
命
寡
）
、
　
フ
ン
ボ
ル
ト

（
近
代
史
上
最
大
の
地
理
学
老
）
、
リ
ッ
タ
…
（
地

理
学
の
天
才
）
、
エ
リ
ゼ
趾
ル
ク
リ
ュ
（
革
命
家
・

ア
ナ
ー
キ
ス
ト
・
フ
ラ
ン
ス
最
大
の
地
理
学
者
）
、

リ
ヒ
ト
ホ
！
フ
ェ
ソ
（
模
範
的
中
国
研
究
老
・
当

時
最
も
定
評
の
あ
っ
た
地
理
学
者
）
、
ラ
ッ
ツ
ェ

ル
（
人
類
地
理
学
の
提
唱
者
）
、
ブ
ラ
ー
シ
ュ
（
最

も
影
響
力
の
大
き
い
フ
ラ
ン
ス
地
理
学
老
）
、
ペ

ン
ク
（
地
理
学
老
・
画
期
的
な
氷
河
時
代
研
究
者

・
地
形
学
老
）
、
ヘ
ッ
ト
ナ
ー
（
影
響
力
の
大
き
い

方
法
論
者
）
、
マ
ッ
キ
ン
ダ
ー
（
最
も
影
響
力
の
大

き
い
近
代
世
界
像
の
創
作
者
）
、
ラ
ウ
テ
ソ
ザ
ッ

ハ
（
地
誌
学
の
大
家
）
、
ト
ロ
ー
ル
（
フ
ン
ボ
ル
ト

精
神
の
一
地
理
学
者
）
。
シ
ュ
リ
ュ
ー
タ
ー
の
落

ち
て
い
る
の
が
少
し
意
外
な
気
も
す
る
が
、
彼
は

ヘ
ッ
ト
ナ
ー
の
章
中
で
扱
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
一

見
し
て
分
か
る
通
り
、
ド
イ
ツ
地
理
学
者
中
心
と

な
っ
て
い
る
。

　
ベ
ヅ
ク
は
こ
の
よ
う
に
轟
々
の
地
理
学
者
に
つ

い
て
記
述
す
る
だ
け
で
な
く
、
全
体
を
通
じ
て
地

理
学
の
三
つ
の
大
き
な
パ
ラ
ダ
イ
ム
変
換
を
も
提

示
し
て
い
る
（
彼
の
言
う
パ
ラ
ダ
イ
ム
変
換
は
、

ク
ー
ソ
の
言
う
よ
う
な
革
命
的
変
化
で
は
な
く
、

非
常
に
ゆ
っ
く
り
と
生
じ
る
変
化
に
用
い
ら
れ
て

い
る
）
。
す
な
わ
ち
第
一
に
常
に
部
分
的
に
し
か

す
ぎ
な
い
環
境
決
定
論
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O
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O
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O
H
b
P
一
ご
一
q
o
b
舜
償
ω
）155　（621）



か
ら
人
間
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
地
理
学
へ
の
ゆ

っ
く
り
と
し
た
変
化
、
第
二
に
神
の
創
造
し
た
世

界
を
洞
察
す
る
も
の
と
し
て
の
地
理
学
か
ら
糧
俗

化
し
た
地
理
学
へ
の
変
化
、
第
三
に
フ
ン
ボ
ル
ト

に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
「
地
理
学
者
・
研
究
旅
行
家

パ
ラ
ダ
イ
ム
」
が
現
在
終
末
を
迎
え
た
こ
と
で
あ

る
。
十
数
人
の
地
理
学
者
た
ち
は
、
こ
れ
ら
の
非

常
に
大
き
な
視
点
に
よ
っ
て
、
ル
ー
ス
な
が
ら
も

ひ
と
つ
の
地
理
学
史
に
ま
と
め
あ
げ
ら
れ
、
た
だ

の
寄
せ
集
め
に
な
る
こ
と
を
免
れ
て
い
る
。
し
か

も
各
地
理
学
者
の
記
述
は
三
つ
の
視
点
に
し
ば
ら

れ
る
こ
と
が
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
論
点
を
持
っ
て

い
る
。
地
理
学
の
全
時
代
的
な
流
れ
と
、
地
理
学

老
個
々
の
要
理
と
が
、
巧
み
に
組
み
合
わ
さ
れ
て

い
る
。

　
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
論
点
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば

フ
ラ
ン
ス
地
理
学
に
お
い
て
（
フ
ラ
ン
ス
に
つ
い

て
論
じ
る
の
は
珍
し
い
）
、
ブ
ラ
ー
シ
ュ
よ
り
も

エ
リ
ゼ
ー
ー
ル
ク
リ
ュ
を
評
価
す
る
な
ど
興
味
深
い

点
が
多
い
の
だ
が
、
一
々
言
及
す
る
余
裕
が
な
い
。

た
だ
一
点
の
み
、
ペ
ッ
ク
が
地
理
学
史
の
観
点
か

ら
、
現
在
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
地
理
学
の
状
況
を
ど
う

と
ら
え
て
い
る
か
に
つ
い
て
紹
介
し
て
お
き
た
い
。

ペ
ッ
ク
は
本
書
の
最
後
を
ラ
ウ
テ
ソ
ザ
ッ
ハ
と
ト

ロ
ー
ル
で
締
め
く
く
っ
て
い
る
が
、
こ
の
二
人
の

死
（
　
九
七
一
年
・
一
九
七
五
年
）
に
よ
っ
て
、

上
述
し
た
フ
ン
ボ
ル
ト
以
来
の
「
地
理
学
者
・
研

究
旅
行
家
パ
ラ
ダ
イ
ム
」
が
終
わ
り
を
告
げ
た
と

述
べ
る
。
そ
し
て
ド
イ
ツ
に
お
い
て
も
人
文
地
理

学
（
囚
巳
ぎ
お
Φ
o
σ
q
嵩
娼
ぼ
Φ
）
の
時
代
・
計
量
的
試

み
と
実
験
の
時
代
が
始
ま
っ
た
と
し
て
い
る
。
こ

れ
は
全
く
人
間
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
地
理
学
の

時
代
で
あ
る
と
も
い
う
。
数
多
く
の
旅
行
家
た
ち

・
地
理
学
老
た
ち
を
扱
っ
て
き
た
ペ
ッ
ク
の
雷
に

は
味
わ
う
べ
き
も
の
が
あ
る
。

　
最
後
に
ペ
ッ
ク
の
研
究
が
常
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に

限
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
付
記
し
て
お
こ
う
。
彼

の
研
究
の
背
景
に
は
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
ヘ
ソ
ナ
ー
に

基
づ
く
文
化
圏
の
考
え
方
が
あ
り
、
欄
々
の
入
り

乱
れ
を
避
け
る
た
め
、
地
理
学
史
研
究
を
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
文
化
圏
に
限
っ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

だ
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
閉
じ
こ
も
っ
て
し
ま
う
の
は

や
は
り
晴
し
ま
れ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
本
書
は
長
い
目
で
望
ー
ロ
ッ
パ

の
地
理
学
史
を
よ
く
ま
と
め
て
お
り
、
今
後
の
地

理
学
史
研
究
の
う
え
で
見
逃
す
こ
と
の
で
き
な
い

貴
重
な
成
果
で
あ
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
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H
大
学
教
授
で
あ
る
著

者
は
、
情
報
理
論
を
と
り
こ
む
こ
と
に
よ
っ
て
都

市
の
空
闘
構
造
を
、
よ
り
精
密
に
記
述
し
理
解
す

る
と
い
う
こ
と
に
努
め
て
き
た
地
理
学
者
の
一
人

で
あ
る
。
著
者
は
ハ
ミ
ル
ト
ン
市
を
事
例
と
し
て
、

都
市
の
空
間
構
造
に
関
す
る
操
作
的
モ
デ
ル
を
構

築
す
る
こ
と
を
試
み
、
そ
れ
は
前
著
で
あ
る
『
情

報
理
論
と
都
市
の
空
押
構
造
』
（
一
九
七
九
、

ρ
○
○
旨
頃
鉱
β
び
。
¢
体
。
目
）
に
ま
と
め
ら
れ
た
。

本
書
は
著
者
の
そ
う
し
た
一
つ
の
関
心
を
反
映
し

た
も
の
で
あ
り
、
一
応
前
著
の
内
容
の
延
長
線
上

に
位
置
す
る
著
作
で
あ
る
と
み
な
す
こ
と
が
で
き

る
。
本
書
で
は
、
と
く
に
い
。
≦
蔓
モ
デ
ル
と
い

う
操
作
的
な
都
市
モ
デ
ル
を
議
論
の
中
心
に
置
い

て
、
地
理
学
と
都
市
計
画
に
お
い
て
そ
れ
が
ど
の

よ
う
に
用
い
ら
れ
る
か
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

　
本
書
の
構
成
に
つ
い
て
は
、
以
下
に
述
べ
る
三

つ
の
問
題
に
答
え
て
い
く
と
い
う
形
で
展
開
さ
れ

る
。
③
い
○
≦
蔓
モ
デ
ル
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の

で
あ
り
、
ど
の
よ
う
に
発
展
し
、
使
用
さ
れ
て
き
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